
　
　
一

本
稿
で
は
、「
通
説
」「
釈
通
」「
横
通
」
等
諸
篇
か
ら
、

章
学
誠
の
「
通
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。『
文
史
通
義
』『
校

讎
通
義
』
と
い
う
ふ
た
つ
の
主
著
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る

「
通
」
に
章
学
誠
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
見
出
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
よ
り
重
要
な
の
は
章
学
誠
の
「
義
」
は
い
か
な

る
も
の
か
と
い
う
問
題
の
方
で
は
あ
ろ
う
が
、
た
と
え
ば
、

こ
の
「
通
義
」
と
い
う
書
名
を
、「
正
義
」
や
「
本
義
」
な

ど
と
比
べ
て
み
る
と
、
章
学
誠
の
学
問
に
お
い
て
「
通
」
が

持
つ
意
味
の
重
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

実
際
、「
通
」
は
章
学
誠
の
学
問
に
お
け
る
眼
目
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
検
討
す
る
「
釈
通
」
等
諸
篇
自
体
が

そ
の
証
な
の
だ
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、「
夫
窮
則
必
變
，
變

必
求
通
，
而
後
可
垂
久
，
凡
事
莫
不
然
也
。
史
家
發
凡
起
例
，

當
爲
後
世
師
法
。」（「
三
史
同
姓
名
録
序
（
１
）」）
や
「
蓋
古
人
著
書
無

例
，
随
所
觸
而
著
例
，
故
窮
始
變
，
變
始
通
，
而
通
可
久

也
。」（「
与
喬
遷
安
明
府
論
初
学
課
業
三
簡
」
其
二
）
の
よ
う
に
、『
周

易
』
繋
辞
下
伝
の
「
窮
則
變
，
變
則
通
，
通
則
久
。」
を
し

ば
し
ば
援
引
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
通
」
は
（「
窮
」「
変
」

「
久
」
と
と
も
に
）
章
学
誠
の
思
考
の
枠
組
み
を
形
成
す
る
一
支

柱
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

章
学
誠
の
「
通
」
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
、
本

稿
と
関
連
す
る
範
囲
で
そ
の
学
問
の
大
概
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。

乾
隆
三
十
九
年
（
一
七
七
二
）
に
記
さ
れ
た
「
志
隅
自
序
」

章
学
誠
の
「
通
」（
上
）

渡
邉　
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に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

獲
麟
而
後
，
遷
、
固
極
著
作
之
能
，
向
、
歆
盡
條
别
之

理
，
史
家
所
謂
規
矩
方
圓
之
至
也
。
魏
、
晉
、
六
朝
，
時

得
時
失
，
至
唐
而
史
學
絶
矣
。
其
後
如
劉
知
幾
、
曾
鞏
、

鄭
樵
，
皆
良
史
才
，
生
史
學
廢
絶
之
後
，
能
推
古
人
大
體
，

非
六
朝
、
唐
、
宋
諸
儒
所
能
測
識
，
餘
子
則
有
似
於
史
而

非
史
，
有
似
於
學
而
非
學
爾
。
然
鄭
樵
有
史
識
而
未
有
史

學
；
曾
鞏
具
史
學
而
不
具
史
法
；
劉
知
幾
得
史
法
而
不
得

史
意
，
此
予
《
文
史
通
義
》
所
爲
作
也
。

『
春
秋
』
以
降
、
司
馬
遷
、
班
固
が
著
作
の
能
事
を
極

め
、
劉
向
、
劉
歆
が
条
別
の
道
理
を
尽
く
し
た
の
は
、
史

家
の
所
謂
「
規
矩
方
円
」
の
至
り
で
あ
っ
た
。
魏
・
晋
・

六
朝
に
は
時
に
得
失
が
あ
っ
た
も
の
の
、
唐
に
い
た
っ
て

史
学
は
途
絶
し
た
。
そ
の
後
、
劉
知
幾
、
曽
鞏
、
鄭
樵
な

ど
は
い
ず
れ
も
良
史
の
才
を
有
し
、
史
学
が
廃
絶
し
た
後

に
生
ま
れ
な
が
ら
、
古
人
の
「
大
体
」
を
推
究
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
六
朝
、
唐
、
宋
の
諸
先
生
の
計
り

知
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
他
に
は
、
史
に
似
て
非
な
る

も
の
、
学
に
似
て
非
な
る
も
の
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
と

は
い
う
も
の
の
、
鄭
樵
は
「
史
識
」
を
有
し
て
い
た
が

「
史
学
」
は
な
く
、
曽
鞏
は
「
史
学
」
を
具
え
て
い
た
が

「
史
法
」
は
具
え
ず
、
劉
知
幾
は
「
史
法
」
を
得
て
は
い

た
が
「
史
意
」
は
得
て
い
な
い
。
こ
れ
が
、
私
が
『
文
史

通
義
』
を
著
す
理
由
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
著
述
の
あ
り
方
を
討
究
す
る
「
文
史
」
と
学

術
の
体
系
・
沿
革
を
辨
章
・
考
鏡
す
る
「
校
讎
」
を
根
柢
に

据
え
た
章
学
誠
の
史
学
観
・
史
学
史
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
規
矩
方
円
」
は
、
規
範
の
遵
守
・
継
承
と
逸
脱
・
創
出
の

こ
と（
２
）、「
史
意
」
は
編
纂
の
意
図
・
意
義
の
こ
と（
３
）
で
、
章
学

誠
が
理
想
と
す
る
「
一
家
之
言
」
を
形
式
と
意
味
の
両
面
か

ら
述
べ
た
、
と
も
に
章
学
誠
の
学
問
に
お
い
て
重
要
な
用
語

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
「
大
体
」
に
注
目
し
た
い
。

章
学
誠
の
所
謂
「
古
人
の
大
体
」
と
は
、
古
の
聖
人
が
敷

い
た
「
道
術
」
に
よ
る
統
治
体
制
の
全
容
と
い
う
ほ
ど
の
意

味
で
、『
荘
子
』
天
下
篇
に
「
後
世
之
學
者
，
不
幸
不
見
天

地
之
純
，
古
人
之
大
體
，
道
術
將
爲
天
下
裂
。」
と
あ
る
の
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を
踏
ま
え
た
措
辞
で
あ
る
。

『
荘
子
』
天
下
篇
は
、
諸
学
と
そ
の
治
道
を
史
的
に
総
括

し
て
、
古
の
聖
人
に
よ
る
「
道
術
」
は
、
一
な
る
道
に
も
と

づ
き
、
天
下
に
遍
く
い
き
わ
た
っ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
一

端
を
継
承
し
た
後
世
の
学
者
た
ち
が
自
説
を
無
上
の
も
の
と

し
て
固
執
し
た
た
め
に
、「
方
術
」
が
乱
立
し
、
全
体
像
が

見
失
わ
れ
、
支
離
滅
裂
に
陥
ろ
う
と
し
て
い
る
、
と
説
く（
４
）。

天
下
之
治
方
術
者
多
矣

0

0

0

0

0

0

0

0

0

，
皆
以
其
有
爲
不
可
加
矣

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
古0

之
所
謂
道
術
者

0

0

0

0

0

0

，
果
惡
乎
在

0

0

0

0

。
曰
：
无
乎
不
在

0

0

0

0

。
神
何
由

降
，
明
何
由
出
。
聖
有
所
生

0

0

0

0

，
王
有
所
成

0

0

0

0

，
皆
原
於
一

0

0

0

0

。

　
　
　

…
…
（
中
略
）
…
…

古
之
人
其
備
乎

0

0

0

0

0

0

。
配
神
明
，
醇
天
地
，
育
萬
物
，
和
天

下
，
澤
及
百
姓
，
明
於
本
數
，
係
於
末
度
，
六
通
四
辟
，

小
大
精
粗
，
其
運
无
乎
不
在

0

0

0

0

0

0

。
其
明
而
在
數
度
者
，
舊
法

世
傳
之
史
尙
多
有
之
。
其
在
於
詩
書
禮
樂
者
，
鄒
魯
之
士

搢
紳
先
生
多
能
明
之
。
詩
以
道
志
，
書
以
道
事
，
禮
以
道

行
，
樂
以
道
和
，
易
以
道
陰
陽
，
春
秋
以
道
名
分
。
其
數

散
於
天
下
而
設
於
中
國
者
，
百
家
之
學
時
或
稱
而
道
之
。

天
下
大
亂

0

0

0

0

，
賢
聖
不
明

0

0

0

0

，
道
德
不
一

0

0

0

0

，
天
下
多
得
一
察

0

0

0

0

0

0

焉
以
自
好

0

0

0

0

。
譬
如
耳
目
鼻
口
，
皆
有
所
明
，
不
能
相
通
。

猶
百
家
衆
技
也
，
皆
有
所
長
，
時
有
所
用
。
雖
然
，
不
該

不
徧
，
一
曲
之
士
也
。
判
天
地
之
美

0

0

0

0

0

，
析
萬
物
之
理

0

0

0

0

0

，
察0

古
人
之
全

0

0

0

0

，
寡
能
備
於
天
地
之
美

0

0

0

0

0

0

0

0

，
稱
神
明
之
容

0

0

0

0

0

。
是
故

內
聖
外
王
之
道
，
闇
而
不
明
，
鬱
而
不
發
，
天
下
之
人
各

0

0

0

0

0

爲
其
所
欲
焉
以
自
爲
方

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
悲
夫
，
百
家
往
而
不
反
，
必
不

合
矣
。
後
世
之
學
者

0

0

0

0

0

，
不
幸
不
見
天
地
之
純

0

0

0

0

0

0

0

0

，
古
人
之
大

0

0

0

0

體0

，
道
術
將
爲
天
下
裂

0

0

0

0

0

0

0

。

天
下
に
「
方
術
」
を
治
め
る
者
は
多
く
、
み
な
自
分
た

ち
の
学
問
・
方
法
に
つ
け
加
え
る
も
の
な
ど
な
い
と
考
え

て
い
る
。
古
の
「
道
術
」
な
る
も
の
は
一
体
ど
こ
に
い
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
た
え
よ
う
、
実
は
至
る
所

に
存
在
し
て
い
る
の
だ
。（
聖
人
・
王
者
が
現
出
せ
し
め
た
「
道
術
」

の
）
神
妙
な
作
用
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
、
明
達
な
功
業
は

ど
こ
か
ら
出
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
た
え
よ
う
、
聖
人

の
神
妙
な
教
化
、
王
者
の
明
達
な
治
績
は
、
と
も
に
一
な

る
道
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

…
…
（
中
略
）
…
…
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古
人
は
な
ん
と
完
備
し
て
い
た
こ
と
か
。
神
明
に
添
い
、

天
地
に
合
し
、
万
物
を
薫
育
し
、
天
下
を
調
和
さ
せ
、
そ

の
恩
沢
は
民
衆
に
及
び
、
根
本
で
あ
る
理
法
を
明
ら
か
に

し
、
末
端
で
あ
る
法
度
を
整
備
し
、
上
下
四
方
、
春
夏
秋

冬
、
小
大
精
粗
を
問
わ
ず
、
そ
の
は
た
ら
き
の
届
か
ぬ
と

こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
明
ら
か
な
形
を
も
っ
て

制
度
化
さ
れ
た
も
の
は
、
旧
来
の
法
律
や
世
々
伝
え
ら

れ
た
記
録
の
中
に
多
く
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ

の
う
ち
の
詩
書
礼
楽
に
残
さ
れ
た
も
の
は
、
鄒
魯
の
学
者

や
官
途
に
あ
る
者
の
多
く
が
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

詩
が
人
心
を
、
書
が
王
事
を
、
礼
が
行
坐
を
、
楽
が
調
和

を
、
易
が
陰
陽
を
、
春
秋
が
名
分
を
、
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
の
、
天
下
に
散
在
し
、
中
国
で
施
行
さ

れ
た
も
の
は
、
諸
子
百
家
の
学
者
た
ち
が
折
に
触
れ
唱
え

て
い
る
。

天
下
が
大
い
に
乱
れ
る
と
、
賢
聖
は
姿
を
隠
し
、
道
徳

は
一
つ
で
な
く
な
っ
て
、
天
下
の
学
者
達
は
（「
道
術
」
の
）

一
端
を
捉
え
た
だ
け
で
自
足
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
た
と
え
る
な
ら
、
耳
・
目
・
鼻
・
口
が
そ
れ
ぞ
れ
に

機
能
し
な
が
ら
、
互
い
に
通
じ
あ
わ
な
い
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
職
人
た
ち
が
各
々
技
能
を
有
し
て
、
時
に

応
じ
て
役
立
つ
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
を
兼
ね
そ
な

え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
一
隅
を
守
る
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。（
彼
ら
は
）
天
地
の
美
麗
を
切
り
裂
き
、
万
物

を
覆
う
道
理
を
破
砕
し
、
古
人
の
全
き
あ
り
方
を
分
断
す

る
ば
か
り
で
、
天
地
の
美
麗
を
身
に
備
え
、
道
の
神
明
な

は
た
ら
き
に
合
致
で
き
る
者
は
め
っ
た
に
い
な
い
。
そ
の

た
め
に
、
内
に
聖
人
の
徳
を
備
え
、
外
に
王
者
の
政
を
行

う
道
は
、
闇
に
覆
わ
れ
て
明
ら
か
で
な
く
な
り
、
鬱
結
し

て
現
れ
な
く
な
り
、
天
下
の
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
好
き
勝
手

に
し
て
自
ら
の
「
方
術
」
を
た
て
た
の
で
あ
る
。
な
ん
と

も
悲
し
い
こ
と
に
、
百
家
は
独
自
の
道
を
進
む
ば
か
り
で

本
来
に
立
ち
返
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
古
の
「
道
術
」
に

復
す
る
こ
と
も
な
い
の
だ
。
後
世
の
学
者
た
ち
は
、
不
幸

に
も
、
天
地
の
本
来
の
姿
、
古
の
聖
人
が
実
現
し
て
い
た

「
大
体
」（
偉
大
な
る
統
治
の
全
容
）
を
目
に
す
る
こ
と
も
な
く
、

「
道
術
」
は
今
や
天
下
の
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
支
離
滅
裂

に
陥
ろ
う
と
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
、
本
来
的
・
全
一
的
・
完
整
的
な
「
道
術
」

が
、
そ
の
一
端
を
区ま
ち
ま
ち々

に
継
承
し
た
数
多
の
偏
狭
な
「
方

術
」
に
よ
っ
て
寸
断
さ
れ
、
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
と
い

う
天
下
篇
の
構
想（
５
）は

、
基
本
的
に
章
学
誠
の
史
観
・
史
学
史

観
に
も
重
な
り
あ
う
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、「
書
教
下
」
に
「《
周
官
》
三
百
六
十
，
天

人
官
曲
之
故
，
可
謂
無
不
備
矣
。」（『
周
礼
』
の
三
百
六
十
官
に

は
、
天
道
・
人
道
に
わ
た
る
種
々
の
職
掌
と
事
物
の
由
来
が
記
載
さ
れ
、
備

わ
ら
ざ
る
も
の
無
し
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明

ら
か
な
よ
う
に（
６
）、

古
の｢

大
体｣
と
い
う
時
、
章
学
誠
の

念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
周
礼
的
な
統
治
体
制
で
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
、「
官
師
合
一
」「
治
教
無
二
」
と
い
う
理
想
状
況
か
ら

孔
子
を
経
て
戦
国
諸
子
へ
の
分
裂
を
、
章
学
誠
は
、
や
む
を

得
ぬ
趨
勢
と
捉
え
て
い
て
、
た
だ
衰
退
と
の
み
み
な
し
て
い

る
わ
け
で
な
い
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。｢

詩
教
上｣

に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

戰
國
之
文
，
其
源
皆
出
於
六
藝
。
何
謂
也
。
曰
：
道
體

無
所
不
該
，
六
藝
足
以
盡
之
。
諸
子
之
為
書

0

0

0

0

0

，
其
持
之
有

0

0

0

0

故
而
言
之
成
理
者

0

0

0

0

0

0

0

，
必
有
得
於
道
體
之
一
端

0

0

0

0

0

0

0

0

0

，
而
後
乃
能

0

0

0

0

其
説

0

0

，
以
成
一
家
之
言
也

0

0

0

0

0

0

0

。
所
謂
一
端
者
，
無
非
六
藝
之

所
該
，
故
推
之
而
皆
得
其
所
本
，
非
謂
諸
子
果
能
服
六
藝

之
教
，
而
出
辭
必
衷
於
是
也
。

戦
国
の
文
章
の
源
は
六
藝
に
で
て
い
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。「
道
体
」
に
は
行
き
渡
ら
な
い
と
こ
ろ
は
な
く
、

六
藝
は
そ
れ
を
十
分
に
尽
く
し
て
い
た
。
諸
子
が
書
を
な

し
て
、
そ
の
主
張
に
根
拠
が
あ
り
、
発
言
に
条
理
が
あ
る

の
は
、
必
ず
そ
れ
が
「
道
体
」
の
一
端
を
獲
得
し
て
い
た

か
ら
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
の
所
説
は
一
家
の
言
を

な
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
一
端
と
い
う
者
は
、
六

藝
に
は
備
わ
ら
な
い
も
の
は
な
い
た
め
に
、
辿
っ
て
い
け

ば
い
ず
れ
も
そ
の
本
づ
く
と
こ
ろ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
諸
子
が
し
っ
か
り
六
藝
の
教
え
に
服
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
発
言
に
は
か
な
ら
ず

六
藝
に
か
な
う
部
分
が
あ
る
の
だ
。

「
道
体
」
は
、「
大
体
」
同
様
、
古
の
聖
人
が
敷
い
た
道
術

に
よ
る
統
治
体
制
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。（
六
藝
に
よ
っ
て
完
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全
に
機
能
し
て
い
た
）「
道
体
」
の
一
端
を
得
て
一
家
の
言
を
な

し
、
そ
の
一
端
を
て
が
か
り
に
も
と
づ
く
と
こ
ろ
に
辿
り
着

く
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
章
学
誠
は
天
下
篇
に
比
し
て
よ

り
積
極
的
に
諸
子
を
評
価
し
て
い
る
。
次
に
あ
げ
る
「
史

釈
」
の
一
節
か
ら
も
章
学
誠
が
単
純
な
衰
退
史
観
に
立
つ
も

の
で
は
な
い
こ
と
が
肯
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

孔
子
曰
：「
生
乎
今
之
世
，
反
古
之
道
，
烖
及
其
身
者

也
。」
李
斯
請
禁
《
詩
》《
書
》，
以
謂
儒
者
是
古
而
非
今
，

其
言
若
相
近
，
而
其
意
乃
大
悖
。
後
之
君
子
，
不
可
不
察

也
。
夫
三
王
不
襲
禮
，
五
帝
不
沿
樂
。
不
知
禮
時
爲
大

0

0

0

0

0

0

，

而
動
言
好
古

0

0

0

0

0

，
必
非
眞
知
古
制
者
也

0

0

0

0

0

0

0

0

。
是
不
守
法
之
亂
民

也
，
故
夫
子
惡
之
。
…
…
當
代
典
章

0

0

0

0

，
官
司
掌
故

0

0

0

0

，
未
有

0

0

不
可
通
於

0

0

0

0

《
詩0

》《
書0

》
六
藝
之
所
垂

0

0

0

0

0

，
而
學
者
昧
於
知

時
，
動
矜
博
古
，
譬
如
考
西
陵
之
蠶
桑
，
講
神
農
之
樹
藝
，

以
謂
可
禦
饑
寒
，
而
不
須
衣
食
也
。

孔
子
は
、「
今
の
世
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
古
の
道
に
か

え
ろ
う
と
す
る
と
、
災
い
が
身
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
」

（『
礼
記
』
中
庸
）
と
仰
っ
た
。
李
斯
は
詩
書
を
禁
ず
る
こ
と

を
請
う
て
儒
者
は
「
古
を
是
と
し
今
を
非
と
す
る
」
と
み

な
し
た
。
李
斯
の
発
言
は
（
孔
子
の
こ
と
ば
と
）
似
て
は
い
る

が
、
そ
の
意
図
は
大
い
に
も
と
っ
て
い
る
。
後
世
の
君
子

は
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
も
そ
も
三
王
は
礼
制
を
踏
襲
せ
ず
、
五
帝
は
奏
楽
を
継

承
し
な
か
っ
た
。「
礼
は
時
宜
を
重
ん
じ
る
」（『
礼
記
』
礼

器
）
こ
と
を
知
ら
ず
、
や
や
も
す
れ
ば
古
を
好
む
な
ど
と

い
っ
て
ま
わ
る
の
は
、
き
っ
と
本
当
に
古
の
制
度
を
理
解

し
た
者
で
は
な
い
。
法
を
守
ら
ぬ
乱
民
で
あ
る
。
だ
か
ら

夫
子
は
そ
れ
を
憎
ん
だ
の
だ
。
…
…
当
代
の
制
度
文
物
や

官
府
の
掌
故
に
は
詩
書
六
藝
が
後
世
に
伝
え
た
も
の
に
通

じ
な
い
も
の
は
な
い
。
と
す
る
と
、
学
ぶ
者
が
今
を
知
る

こ
と
に
暗
く
、
と
も
す
れ
ば
古
に
詳
し
い
こ
と
を
誇
る
の

は
、
た
と
え
る
な
ら
、
西
陵
氏
が
始
め
た
と
い
う
養
蚕
に

つ
い
て
考
察
し
、
神
農
が
教
え
た
と
い
う
農
業
に
つ
い
て

講
究
す
る
こ
と
で
、
飢
え
や
寒
さ
は
ふ
せ
げ
る
、
衣
服

や
食
料
は
い
ら
な
い
と
考
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
う
も
の
の
、
史
学
史
に
つ
い
て
い
え
ば
、
す
で
に

章学誠の「通」（上）
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確
認
し
た
と
お
り
、『
春
秋
』
を
源
と
す
る
史
学
は
、
司
馬

遷
・
班
固
、
劉
向
・
劉
歆
に
お
い
て
極
点
に
達
し
た
後
、
魏

晋
六
朝
を
経
て
唐
代
に
窮
境
に
陥
り
、
た
だ
劉
知
幾
、
曽
鞏
、

鄭
樵
の
み
が
（
不
十
分
な
が
ら
も
）
古
人
の
「
大
体
」
を
推
究
し

う
る
成
果
を
あ
げ
た
、
と
い
う
の
が
章
学
誠
の
見
立
て
で

あ
っ
た
。

同
様
の
見
解
は
「
申
鄭
」
に
も
見
え
て
い
る（
７
）。

子
長
、
孟
堅
氏
不
作
，
而
專
門
之
史
學
衰
。
陳
、
范
而

下
，
或
得
或
失
，
粗
足
名
家
。
至
唐
人
開
局
設
監
，
整
齊

晉
、
隋
故
事
，
亦
名
其
書
爲
一
史
；
而
學
者
悞
承
流
别
，

不
復
辨
正
其
體
，
於
是
古
人
著
書
之
旨
晦
而
不
明
。
至
於

辭
章
家
舒
其
文
采
，
記
誦
家
精
其
攷
核
，
其
於
史
學
，
似

乎
小
有
所
補
；
而
循
流
忘
源

0

0

0

0

，
不
知
大
體

0

0

0

0

，
用
功
愈
勤

0

0

0

0

，

而
識
解
所
至

0

0

0

0

0

，
亦
去
古
愈
遠
而
愈
無
所
當

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
鄭
樵
生
千
載

而
後
，
慨
然
有
見
於
古
人
著
述
之
源
，
而
知
作
者
之
旨
，

不
徒
以
詞
采
爲
文
，
考
據
爲
學
也
。
於
是
遂
欲
匡
正
史
遷
，

益
以
博
雅
，
貶
損
班
固
，
譏
其
因
襲
，
而
獨
取
三
千
年
來
，

遺
文
故
册
，
運
以
别
識
心
裁
，
蓋
承
通
史
家
風
，
而
自
爲

經
緯
，
成
一
家
言
者
也
。

司
馬
遷
、
班
固
の
よ
う
な
人
物
が
現
わ
れ
な
く
な
っ
て
、

専
門
の
史
学
は
衰
退
し
た
。
陳
寿
、
范
曄
以
後
は
、
長
所

短
所
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
名
家
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
。
唐
人
に
い
た
る
と
、
史
館
を
開
局
し
、
監
修
を
設
置

し
て
、
晋
代
、
隋
代
の
故
事
を
整
理
し
、
出
来
上
が
っ
た

書
物
に
史
書
の
名
を
与
え
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
学
者
た

ち
が
史
学
の
流
別
を
見
誤
っ
て
（
そ
の
よ
う
な
方
法
を
）
継
承

し
た
た
め
に
、
正
し
い
あ
り
方
に
立
ち
戻
る
こ
と
は
な
く

な
っ
た
。
こ
う
し
て
古
人
の
著
書
の
本
旨
は
隠
れ
て
不
明

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
辞
章
家
は
文
采
を
発
揮

し
、
記
誦
家
は
考
拠
を
精
緻
に
す
れ
ば
、
史
学
に
も
多
少

は
役
に
立
つ
よ
う
で
は
あ
る
が
、
誤
っ
た
流
れ
に
乗
っ
て

源
を
忘
れ
、「
大
体
」
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、
努
力
を
重

ね
る
ほ
ど
に
、
そ
の
見
識
・
理
解
は
古
か
ら
い
よ
い
よ
遠

ざ
か
り
、
ま
す
ま
す
的
は
ず
れ
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

鄭
樵
は
（
司
馬
遷
・
班
固
よ
り
も
）
千
年
の
後
に
生
ま
れ
、
志

を
奮
っ
て
古
人
に
お
け
る
著
述
の
淵
源
を
窺
い
、
著
作
の

本
旨
を
知
っ
た
の
で
あ
り
、
修
辞
の
み
を
「
文
章
」
と
す
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る
こ
と
も
、
考
拠
の
み
を
「
学
問
」
と
み
な
す
こ
と
も
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
司
馬
遷
を
正
し
て
博
雅
を
加
え
、
班
固

を
貶
め
て
そ
の
因
襲
を
謗
り
、
た
だ
一
人
で
三
千
年
来
の

記
録
・
古
書
を
取
捨
し
、
自
身
の
見
識
と
判
断
を
め
ぐ
ら

せ
、
通
史
家
の
学
風
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
独
自
に
整
理

を
加
え
て
一
家
の
言
た
る
『
通
志
』
を
完
成
さ
せ
た
の
で

あ
る
。

「
浙
東
学
術
」
で
「
史
學
所
以
經
世
」（
史
学
は
経
世
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
）
と
説
き
、『
和
州
志
』「
藝
文
書
序
例
」
で
「
學

者
苟
能
循
流
而
溯
源
，
雖
曲
藝
小
數
，
詖
辭
邪
説
，
皆
可
返

而
通
乎
大
道
。」（
学
ぶ
者
が
流
れ
に
沿
っ
て
源
に
遡
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

医
術
占
術
の
よ
う
な
つ
ま
ら
な
い
技
術
や
偏
っ
た
り
誤
っ
た
言
説
も
、
す
べ

て
も
と
を
た
ど
っ
て
大
道
に
通
じ
る
こ
と
が
で
き
る
）
と
論
ず
る
章
学

誠
に
と
っ
て
、「
史
学
」
と
は
、
古
の
「
大
体
」
を
実
現
し

て
い
た
「
道
術
」
の
源
流
（
淵
源
と
沿
革
）
を
疏
通
す
る
こ
と

で
、
当
今
は
も
と
よ
り
後
世
の
経
世
に
ま
で
資
す
べ
き
も
の

で
あ
っ
た
。「
志
隅
自
序
」
や
「
申
鄭
」
の
「
大
体
」
に
も
、

そ
の
よ
う
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
確
認

し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
章
学
誠
が
史
学
は
唐
代
に
滅
ん
だ
と
主
張
す
る
の

は
史
局
監
修
の
制
度
に
よ
っ
て
史
書
か
ら
一
家
言
と
し
て
の

性
格
が
失
わ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
も
こ
こ
か
ら
了
解
さ

れ
る
。『
亳
州
志
』「
掌
故
」
例
議
中
に
「
史
學
亡
於
唐
，
而

史
法
亦
莫
具
於
唐
。」（
史
学
は
唐
代
に
滅
ん
だ
が
、
史
法
は
唐
代
よ

り
備
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

史
書
の
編
纂
は
も
と
よ
り
著
述
に
お
い
て
章
学
誠
が
何
よ
り

も
重
視
し
た
の
が
「
别
識
心
裁
」
な
の
で
あ
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
史
学
を
業
と
す
る
章
学
誠
が
、
劉
知
幾
『
史

通
』
や
鄭
樵
『
通
志
』
を
研
覈
し
、
高
く
評
価
す
る
一
方
で
、

そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
の
が
『
文
史
通
義
』（
そ
し

て
『
校
讎
通
義
』）
で
あ
っ
た（
８
）。

要
す
る
に
そ
れ
は
「
通
」
と
は

何
か
を
考
え
続
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

章
学
誠
と
「
通
」
と
の
関
わ
り
は
弱
年
の
頃
か
ら
の
も
の

で
あ
っ
た
。
乾
隆
十
八
年
（
一
七
五
三
）、
十
六
歳
の
時
、
章

学
誠
は
、「
書
を
工
み
に
し
、
挙
業
を
善
く
す
」
と
評
判
で

あ
っ
た
江
夏
の
生
員
柯
紹
庚
の
も
と
で
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

後
年
、
そ
の
間
の
事
情
を
、「
通
」
に
ま
つ
わ
る
話
柄
と
し

章学誠の「通」（上）
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て
「
柯
先
生
伝
」
に
書
き
残
し
て
い
る
。

「
柯
先
生
伝
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
父
・
鑣
の
赴
任
先
で

あ
る
応
城
県
に
い
た
章
学
誠
は
、「
童
心
未
だ
歇
ま
ず
、
官

舎
の
賓
客 
咸 
私
か
に
先
君
子
の
為
に
後
無
き
を
憂
う
」
と

い
う
状
態
で
あ
り
、
徳
安
知
府
施
廷
龍
が
「
経
義
を
善
く
授

く
」
と
し
て
推
薦
し
た
の
が
柯
紹
庚
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

当
人
は
、「
応
挙
の
文
を
為
す
を
肯
ん
ぜ
ず
、
好
ん
で
詩
賦

を
為
す
も
其
の
似
を
得
ず
。
又
、
春
秋
家
言
を
編
纂
し
、
戯

れ
に
紀
表
志
伝
を
為
し
て
自
ら
史
才
を
命
じ
、
大
言
不
遜
な

り
。
然
れ
ど
も
、
文
字
の
承
用
、
転
辞
、
助
語
、
猶
お
未

だ
嘗
て
一
も
当
を
得
ず
」
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
柯
紹
庚

は
、「
慨
然
」
と
し
て
「
文
に
今
古
無
し
、
通
を
期
す
な
り
、

時
文
に
通
ぜ
ざ
れ
ば
、
詩
、
古
文
辞
、
又 

安
く
ん
ぞ
能
く

通
ぜ
ん
」
と
教
誨
し
た
も
の
の
、
章
学
誠
「
迷
に
し
て
悟
ら

ず
」
に
い
た
た
め
、「
先
生 

甚
だ
以
て
恨
み
と
為
」
し
た
と

い
う
。

（
文
に
古
今
は
な
く
、
通
ず
る
こ
と
を
期
す
と
い
う
方
は
と
も
か
く
）
時

文
に
通
ず
る
こ
と
で
詩
や
古
文
辞
に
も
通
ず
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
柯
紹
庚
の
言
葉
を
章
学
誠
が
理
解
し
な
か
っ
た
の

は
単
に
迷
昧
の
た
め
だ
け
で
は
な
か
ろ
う（

９
）。
師
の
伝
に
こ
の

よ
う
な
記
事
を
残
す
章
学
誠
の
心
の
内
は
測
り
が
た
い
が
、

自
ら
の
志
向
に
忠
実
と
い
え
ば
忠
実
な
、
頑
迷
と
い
え
ば
頑

迷
な
、
章
学
誠
の
性
情
を
映
し
た
挿
話
と
し
て
読
む
こ
と
も
、

当
時
か
ら
「
通
」
の
問
題
が
そ
の
心
を
と
ら
え
て
い
た
こ

と
の
表
明
と
し
て
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
　
二

も
う
一
人
の
師
・
朱
筠
と
の
「
通
」
を
め
ぐ
る
（
時
空
を

隔
て
た
）
応
答
が
「
通
説
為
邱
君
題
南
楽
官
舎
」（
以
下
、「
通

説
」
と
略
称
す
る
）
で
あ
る
。「
通
説
」
は
、
銭
穆
が
「
実
斎

文
字
編
年
要
目
」
に
お
い
て
「
實
齋
論
學
要
旨
之
一
」（『
中

国
近
三
百
年
学
術
史
』
上
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
九
年
。
も
と
、

一
九
三
七
年
）
と
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
個
人
の
学
業
に
お
け

る
「
通
」
に
つ
い
て
の
論
説
で
あ
る
。

乾
隆
四
十
六
年
（
一
七
八
一
）、
章
学
誠
は
、
朱
筠
同
門
の

邱
向
閣
を
南
楽
県
の
官
署
に
訪
ね
た
。
旧
時
を
語
り
あ
う
な

か
で
、
邱
向
閣
は
、
次
の
よ
う
な
話
を
す
る
。
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前
年
に
庁
舎
の
か
た
わ
ら
に
建
て
た
房
屋
の
が
ら
ん
と
し

た
室
内
か
ら
周
囲
の
広
々
と
し
て
さ
え
ぎ
る
も
の
の
な
い
様

子
を
眺
め
て
い
る
と
、
師
・
朱
筠
の
「
學
者
讀
書
求
通
，
當

如
都
市
逵
路
四
通
八
達
，
無
施
不
可
，
非
守
偏
偶
一
曲
，
便

號
通
才
。」（
学
に
志
す
者
が
学
問
に
お
い
て
「
通
」
を
求
め
る
こ
と
、
あ

た
か
も
都
市
の
道
路
が
四
方
八
方
に
通
じ
る
よ
う
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

何
事
も
よ
く
こ
な
し
、
偏
頗
・
狭
隘
で
な
い
も
の
を
通
才
と
い
う
の
だ
）
と

い
う
言
葉
の
趣
致
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
折

に
触
れ
て
師
の
言
葉
に
思
い
を
致
し
、
政
事
に
閉
塞
の
恐
れ

の
な
い
よ
う
に
と
願
っ
て
、「
通
達
」
の
二
字
を
篆
刻
し
た

扁
額
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
。
朱
先
生
に
も
題
記
を
依
頼
す

る
が
、
君
に
も
「
通
」
の
義
を
疏
別
し
て
ほ
し
い
、
と
。

こ
れ
に
対
し
、
章
学
誠
は
以
下
の
ご
と
く
自
説
を
開
陳

す
る
。

余
謂
學
貴
乎
思
，
思
肖
乎
人
；
人
苟
善
所
用
，
其
於

古
人
，
旦
暮
遇
之
矣
。
昔
者
夫
子
登
高
，
以
謂
於
此
致

思
，
無
所
不
至
，
而
顏
、
季
、
端
木
所
見
同
，
而
所
思

各
極
其
量
，
此
見
古
人
之
觀
化
也
。
今
君
以
斯
室
之
洞

豁
而
有
會
於
舊
聞
通
達
之
義
，
可
謂
善
致
思
矣
。
學
以

是
成
，
政
以
是
通
，
朱
先
生
之
言
，
又
何
歉
焉
。
然
吾0

以
爲
先
生
言
通

0

0

0

0

0

0

，
蓋
擴
乎
其
量
而
未
循
乎
其
本

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

；
苟
不

善
究
其
旨
，
則
高
明
者
馳
騖
於
浩
博
難
罄
之
數
而
無
所

得
，
中
人
以
下
又
謂
古
之
人
必
有
天
授
神
詣
，
非
常
人

所
可
幾
及
，
自
安
固
陋
，
以
爲
當
然
，
是
「
四
通
八
達

0

0

0

0

，

無
施
不
可

0

0

0

0

」
之
說

0

0

，
適
足
為
學
者
患

0

0

0

0

0

0

。

孟
子
曰
：「
堯
舜
之
知
，
而
不
遍
物
：
堯
舜
之
仁
，

不
遍
愛
人
。」
後
之
學
者
，
不
知
用
其
資
之
所
近
而
力

之
能
勉
，
而
泛
泛
焉
求
堯
舜
之
所
不
知
不
能
，
求
通
而

騖
於
其
名
之
過
也
。
古
人
讀
《
易
》
如
無
《
書
》，
讀

《
書
》
如
無
《
詩
》。
漢
初
儒
者
，
學
守
專
經
，
言
無
旁

出
，
推
而
及
於
當
世
，
卓
然
見
其
本
末
，
儒
效
於
是
見

矣
。
元
、
成
而
後
，
學
者
旁
通
曲
究
，
不
專
一
家
之
言
，

其
業
可
謂
富
矣
；
而
儒
術
之
顯
，
乃
轉
不
如
漢
初
；

君
子
又
多
乎
哉
。
凡
人
之
性

0

0

0

0

，
必
有
所
近

0

0

0

0

，
必
有
所
偏

0

0

0

0

。

偏
則
不
可
以
言
通

0

0

0

0

0

0

0

，
古
來
人
官
物
曲

0

0

0

0

0

0

，
守
一
而
不
可
移

0

0

0

0

0

0

者0

，
皆
是
選
也

0

0

0

0

。
薄
其
執
一

0

0

0

0

，
而
舍
其
性
之
所
近

0

0

0

0

0

0

0

，
徒0

泛
騖
以
求
通

0

0

0

0

0

，
則
終
無
所
得
矣

0

0

0

0

0

0

；
惟
卽
性
之
所
近
而
用

0

0

0

0

0

0

0

0
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力
之
能
勉
者

0

0

0

0

0

，
因
以
推
微
而
知
著

0

0

0

0

0

0

0

，
會
偏
而
得
全

0

0

0

0

0

，
斯0

古
人
所
以
求
通
之
方
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
然
則
學
者
不
患
不
知
通
之
量
，

而
患
無
以
致
通
之
原
。
蓋
欲
自
得
資
深
，
然
後
可
以
取

資
左
右
而
無
絯
也
。

私
が
お
も
う
に
、
学
問
は
思
索
を
尊
ぶ
も
の
で
あ
り
、

思
索
は
そ
の
人
に
似
る
も
の
で
あ
る
。
人
は
用
い
る
と

こ
ろ
を
善
く
す
れ
ば
、
古
人
に
も
朝
に
夕
に
逢
う
こ

と
が
で
き
る
。
昔
、
夫
子
が
高
所
に
の
ぼ
っ
て
、「
此

に
於
て
思
い
を
致
せ
ば
至
ら
ざ
る
所
無
し
」
と
仰
っ
た

際
に
、
顔
淵
、
子
路
、
子
貢
は
同
じ
も
の
を
目
に
し
た

が
、
思
い
を
致
し
た
と
こ
ろ
は
各
々
の
（
個
性
に
従
っ
て
）

見
識
を
極
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
古
人
が
教
化

の
ほ
ど
を
確
か
め
る
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
君

が
こ
の
部
屋
の
豁
然
と
し
た
様
子
か
ら
か
つ
て
聞
い
た

「
通
達
」
の
義
を
会
得
し
た
の
も
、
善
く
思
い
を
致
し

た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
学
問
は
そ
れ
（
善

く
思
い
を
致
す
こ
と
）
に
よ
っ
て
完
成
し
、
政
事
は
そ
れ
に

よ
っ
て
通
用
す
る
の
だ
か
ら
、
朱
先
生
の
お
言
葉
に
ど

う
し
て
不
足
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
が
お
も
う
に
、

先
生
の
仰
る
「
通
」
は
、「
通
」
の
容
量
を
拡
大
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、「
通
」
の
根
本
に
従
う
も
の
で
は

な
い
よ
う
で
あ
る
。「
通
」
の
本
旨
を
究
め
な
け
れ
ば
、

品
性
・
学
識
の
高
明
な
者
は
、
浩
繁
で
尽
く
し
が
た
い

考
拠
に
奔
走
し
て
得
る
も
の
が
な
く
、
人
並
み
以
下
の

者
は
、
古
人
に
は
き
っ
と
天
啓
が
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、

（「
通
」
な
ど
）
常
人
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
考
え
て
、

み
ず
か
ら
固
陋
に
安
ん
じ
て
そ
れ
を
当
然
と
み
な
す
こ

と
に
な
る
。
こ
う
な
る
と
「
四
通
八
達
，
無
施
不
可
」

の
説
は
、
ま
さ
に
学
に
志
す
者
に
と
っ
て
患
い
に
な
っ

て
し
ま
う
。

孟
子
は
「
堯
舜
の
知
に
し
て
物
に
遍
か
ら
ず
、
堯
舜

の
仁
に
し
て
人
を
愛
す
る
に
遍
か
ら
ず
」（『
孟
子
』
尽
心

上
）
と
仰
っ
て
い
る
。
後
世
の
学
に
志
す
者
は
、
自
身

の
資
質
に
近
い
も
の
を
用
い
る
こ
と
や
能
力
の
及
ぶ
範

囲
を
わ
き
ま
え
ず
、
と
り
と
め
も
な
く
堯
舜
の
知
や
仁

に
も
不
可
能
な
も
の
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
は
、「
通
」

を
求
め
て
そ
の
（
実
体
で
は
な
く
）
名
ば
か
り
を
追
い
か

け
る
過
ち
で
あ
る
。
古
人
は
、
易
を
読
む
に
は
書
は
な
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い
も
の
の
よ
う
、
書
を
読
む
に
は
詩
は
な
い
も
の
の
よ

う
で
あ
っ
た
。
漢
初
の
儒
者
は
、
学
問
は
一
経
を
専

門
と
し
て
、
発
言
は
脇
に
逸
れ
ず
、
当
世
に
推
及
し

て
、
卓
然
と
そ
の
本
末
を
示
し
た
。
儒
效
（
儒
学
の
効
用
）

は
こ
の
よ
う
に
し
て
顕
著
で
あ
っ
た
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、

元
帝
・
成
帝
以
降
は
、
学
者
は
旁
通
し
て
委
曲
を
極

め
、
一
家
の
言
に
専
念
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
学
業
は
盛
ん
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
が
、
儒
術

の
顕
著
さ
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
か
え
っ
て
漢
初
に

及
ば
な
い
。
君
子
は
多
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
人
の

性
に
は
必
ず
能
否
や
偏
向
が
あ
る
。
偏
向
し
て
い
れ
ば

「
通
」
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
古
来
、
官
職
も

諸
物
も
、
ひ
と
つ
の
役
割
・
機
能
を
守
っ
て
他
に
移
る

こ
と
は
で
き
ず
、
す
べ
て
能
力
・
用
途
に
よ
っ
て
選
別

さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
専
一
を
疎
ん
じ
、
性

向
を
棄
て
て
、
み
だ
り
に
「
通
」
を
求
め
て
も
最
後
ま

で
得
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
た
だ
生
来
の
気
質
の
近
い
所

に
し
た
が
っ
て
努
力
し
、
微
を
推
し
て
著
を
知
り
、
偏

を
会
し
て
全
を
得
る
、
そ
れ
が
古
人
の
「
通
」
を
求
め

る
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
学
ぶ
者
は

「
通
」
の
容
量
を
知
ら
な
い
こ
と
を
患
う
の
で
は
な
く
、

「
通
」
の
本
源
に
到
達
し
な
い
こ
と
を
患
う
よ
う
に
な

る
。
お
も
う
に
「
自
得
」
と
「
資
深
」（
資
質
の
深
化
）
を

望
む
の
は
、
そ
う
し
て
こ
そ
左
右
に
も
拠
り
所
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
閡
塞
も
な
く
な
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

室
内
の
様
子
や
房
屋
か
ら
の
眺
望
に
触
発
さ
れ
て
「
学
問

は
四
通
八
達
を
目
指
す
べ
き
で
一
隅
を
墨
守
す
る
の
み
で
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
師
・
朱
筠
の
言
葉
に
思
い
を
致
し
た

邱
向
閣
に
対
し
、
章
学
誠
は
、
ま
ず
、
学
問
は
思
索
を
尊

び
、
思
索
は
人
物
を
映
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
自
身
の
立

場
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、『
孔
子
家
語
』
致
思
篇
の
故
事（

（1
（

を
引
用
す
る
の
だ
が
、
致
思
篇
で
は
、
子
路
・
子
貢
・
顔
淵

と
と
も
に
農
山
に
遊
ん
だ
孔
子
が
、
四
方
を
望
ん
で
嘆
息
し
、

「
此
に
於
い
て
思
い
を
致
せ
ば
、
至
ら
ざ
る
所
無
し
。
二
三

0

0

子
各
々
爾
が
志
を
言
え

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
吾0 

将
に
択
ば
ん
と
す

0

0

0

0

0

0

0

」
と
問
い

か
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
章
学
誠
は
傍
点
部
分
を
省
略
し

て
い
る
。
ま
た
、
致
思
篇
に
は
、
顔
淵
の
回
答
が
最
も
優
れ
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て
い
る
と
孔
子
が
評
価
を
く
だ
す
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

章
学
誠
は
、
こ
れ
に
も
触
れ
て
い
な
い
。
古
人
は
こ
の
よ
う

な
形
で
教
化
の
ほ
ど
を
確
か
め
て
い
た
と
の
言
及
は
あ
る
も

の
の
、『
孔
子
家
語
』
に
お
け
る
口
頭
試
問
的
な
意
味
あ
い

を
薄
め
て
、
思
索
は
個
人
の
性
格
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う

部
分
を
強
調
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

章
学
誠
は
、
邱
向
閣
の
考
え
は
「
善
く
思
を
致
し
」
た
も

の
で
あ
り
、
朱
筠
の
言
葉
に
は
何
の
不
足
も
な
い
と
前
置
き

を
し
た
上
で
、
と
は
い
う
も
の
の
、「
四
通
八
達
，
無
施
不

可
」
説
は
「
通
」
の
根
本
に
し
た
が
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

「
通
」
の
本
旨
を
善
く
究
め
な
け
れ
ば
、
却
っ
て
学
問
の
弊

害
と
な
る
、
と
し
て
師
説
に
異
議
を
と
な
え
る
の
で
あ
っ
た

（
高
明
な
者
は
広
博
で
煩
瑣
な
考
拠
に
走
っ
て
得
る
と
こ
ろ
無
く
、
中
等
以
下

の
者
は
固
陋
に
安
ん
ず
る
と
い
う
弊
害
は
章
学
誠
の
同
時
代
に
対
す
る
認
識

で
あ
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
）。

引
用
部
分
後
段
に
お
け
る
章
学
誠
の
主
張
は
お
お
よ
そ
次

の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈠
人
の
能
力
に
は
限
度
が
あ
り
、
資
質
に
は
志
向
が
あ
る

た
め
、
学
問
は
個
人
の
志
向
に
も
と
づ
き
専
業
を
尊
ぶ

べ
き
で
あ
る
。

㈡
偏
向
す
る
個
々
を
会
集
し
て
全
体
を
構
成
す
る
の
が
古

人
の
「
通
」
の
求
め
方
で
あ
っ
た
。

㈢「
通
」
の
本
旨
は
（「
博
」
に
で
は
な
く
）「
通
」
の
根
源
に

到
達
す
る
こ
と
に
あ
る
。

以
下
、
こ
の
三
点
に
着
目
し
な
が
ら
章
学
誠
の
学
問
論
に

お
け
る
「
通
」
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
人
の
能
力
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
た
め
に

引
い
た
「
堯
舜
之
知
，
而
不
遍
物
：
堯
舜
之
仁
，
不
遍
愛

人
」
は
、『
孟
子
』
尽
心
上
に
も
と
づ
く（

（1
（

が
、「
仮
年
」
で
は

「
天
下
聞
見
不
可
盡
而
人
之
好
尚
不
可
同
，
以
有
盡
之
生
而

逐
無
窮
之
聞
見
，
以
一
人
之
身
而
逐
無
端
之
好
尚
，
堯
、
舜

有
所
不
能
也
。」（
天
下
の
事
柄
は
極
め
つ
く
せ
ず
、
人
の
好
み
は
一
様

で
は
な
い
。
限
り
あ
る
人
生
で
果
て
し
な
い
知
識
を
追
い
求
め
、
一
つ
の
身

体
で
限
り
の
な
い
好
み
を
追
い
か
け
る
の
は
、
堯
舜
で
も
不
可
能
で
あ
る
）

と
し
て
、「
与
孫
淵
如
観
察
論
学
十
規（

（1
（

」
に
は
「
蓋
學
問
無

窮
，
而
人
之
總
明
有
盡
，
以
有
盡
逐
無
窮
，
堯
、
舜
之
知
不

遍
物
也
。」（
学
問
に
は
果
て
が
な
く
、
人
の
聡
明
に
は
限
り
が
あ
る
。
限

り
あ
る
も
の
で
果
て
し
な
い
も
の
を
追
い
求
め
る
の
だ
か
ら
、
堯
舜
の
知
で
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も
行
き
渡
ら
な
い
の
だ
）
と
し
て
、
章
学
誠
は
し
ば
し
ば
こ
の
章

を
引
用
し
て
同
趣
旨
の
主
張
を
述
べ
て
い
る（

（1
（

。

次
に
、
学
問
の
根
柢
に
生
来
の
資
質
・
性
向
を
置
く
章
学

誠
の
信
条
は
以
下
の
通
り
「
博
約
中
」
に
端
的
に
示
さ
れ
て

い
る（

（1
（

。
夫
學
有
天
性
焉

0

0

0

0

0

0

，
讀
書
服
古
之
中
，
有
入
識
最
初
而

終
身
不
可
變
易
者
是
也
。
學
又
有
至
情
焉

0

0

0

0

0

0

，
讀
書
服

古
之
中
，
有
欣
慨
會
心
而
忽
焉
不
知
歌
泣
何
從
者
是

也
。
功
力
有
餘

0

0

0

0

，
而
性
情
不
足

0

0

0

0

0

，
未
可
謂
學
問
也

0

0

0

0

0

0

。
性0

情
自
有

0

0

0

，
而
不
以
功
力
深
之

0

0

0

0

0

0

0

，
所
謂

0

0

「
有
美
質
而
未
學

0

0

0

0

0

0

者0

」
也0

。
夫
子
曰
：「
發
憤
忘
食
，
樂
以
忘
憂
，
不
知

老
之
將
至
。」
不
知
孰
爲
功
力
，
孰
爲
性
情
。
斯
固
學

之
究
竟
，
夫
子
何
以
致
是
。
則
曰
：「
好
古
敏
以
求
之

者
也
。」

学
問
に
は
天
性
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
書
を
読
み
古

に
服
す
る
際
、
学
び
始
め
か
ら
一
生
変
え
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
学
問
に
は
ま
た
至
情
と

い
う
も
の
が
あ
る
。
書
を
読
み
古
に
服
す
る
際
、（
書

中
に
記
さ
れ
て
い
る
）
喜
び
や
嘆
き
が
（
自
分
の
）
心
中
に
か

さ
な
っ
て
、
な
ぜ
か
分
か
ら
ず
に
歌
っ
た
り
泣
い
た
り

し
て
し
ま
う
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
努
力
を
し
て
も
性

情
が
足
り
な
け
れ
ば
、
学
問
と
は
い
え
な
い
。
性
情

が
あ
っ
て
も
努
力
し
て
深
め
な
け
れ
ば
、「
美
質
有
る

も
未
だ
学
ば
ざ
る
者
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
夫
子

が
「
憤
り
を
発
し
て
は
食
を
忘
れ
、
楽
し
み
て
以
て
憂

い
を
忘
れ
、
老
い
の
将
に
至
ら
ん
と
す
る
を
知
ら
ず
」

（『
論
語
』
述
而
）
と
仰
っ
た
の
は
、
何
が
努
力
で
何
が
性

情
か
分
か
ら
な
い
境
地
に
到
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
も
と
よ
り
学
問
の
究
極
の
あ
り
方
だ
が
、
夫
子

は
ど
う
や
っ
て
そ
こ
ま
で
到
達
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
に
つ
い
て
は
、「
古
を
好
み
て
敏つ
と

め
て
以
て
之
を
求

む
る
者
な
り
」
と
仰
っ
て
い
る
。

対
象
と
「
性
情
」
が
合
致
し
な
け
れ
ば
「
功
力
」
の
効
果

も
発
揮
さ
れ
ず
、
人
間
の
資
質
・
能
力
に
は
志
向
や
限
界
が

あ
る
一
方
で
、
学
ぶ
べ
き
対
象
・
範
囲
は
広
汎
で
あ
り
、
す

べ
て
の
物
事
に
あ
ま
ね
く
通
じ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
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ら
、
た
だ
博
識
を
誇
る
だ
け
の
学
問
は
む
し
ろ
す
べ
き
で
は

な
い
、
と
い
う
の
が
章
学
誠
の
主
張
で
あ
り（

（1
（

、
こ
れ
を
逆
か

ら
述
べ
た
の
が
「
答
沈
楓
墀
論
学
」
で
あ
る
。

足
下
欲
進
於
學
，
必
先
求
端
於
道
。
道
不
遠
人
，
卽
萬

事
萬
物
之
所
以
然
也
。
道
無
定
體
，
卽
如
文
之
無
難
無
易
，

惟
其
是
也
。
人
生
難
得
全
才
，
得
於
天
者
必
有
所
近
，
學

者
不
自
知
也
。
博
覽
以
驗
其
趣
之
所
入
，
習
試
以
求
其
性

之
所
安
，
旁
通
以
究
其
量
之
所
至
，
是
亦
足
以
求
進
乎
道

矣
。
今
之
學
者
則
不
然

0

0

0

0

0

0

0

，
不
問
天
質
之
所
近

0

0

0

0

0

0

0

，
不
求
心
性

0

0

0

0

之
所
安

0

0

0

，
惟
逐
風
氣
所
趨

0

0

0

0

0

0

，
而
徇
當
世
之
所
尚

0

0

0

0

0

0

0

，
勉
強
爲

0

0

0

之0

，
固
已
不
若
人
矣

0

0

0

0

0

0

。

君
（
沈
楓
墀
）
が
学
問
を
進
め
た
い
な
ら
、
必
ず
道
に
端

緒
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
は
人
の
遠
く
に
あ

る
も
の
で
は
な
い
。
万
事
万
物
が
そ
の
よ
う
で
あ
る
所

以
（
が
道
）
で
あ
る
。
道
に
は
決
ま
っ
た
姿
は
な
い
。
文

章
に
難
し
い
も
易
し
い
も
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
人
は

全
て
の
才
能
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
天
性
と
し
て
必

ず
近
し
い
も
の
を
有
し
て
い
る
。
学
び
に
志
す
者
は
自
分

で
そ
れ
に
気
が
つ
か
な
い
だ
け
な
の
だ
。
だ
か
ら
ま
ず
博

く
学
ん
で
興
味
が
湧
く
か
を
試
し
て
み
る
、
何
度
も
繰
り

返
し
、
自
身
の
性
情
が
そ
れ
を
安
ん
じ
る
か
を
試
し
て
み

る
、
旁
通
し
て
自
分
の
器
量
の
限
界
を
極
め
る
、
こ
う
す

れ
ば
道
を
進
ん
で
い
く
方
法
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
今
の
学
び
に
志
す
者
は
そ
う
で
は
な
い
。
天
性
の

近
し
い
も
の
な
ど
考
え
ず
、
心
性
の
安
ん
ず
る
所
な
ど
求

め
ず
、
た
だ
流
行
の
い
く
先
を
追
い
か
け
て
、
当
世
で
評

価
さ
れ
る
も
の
に
従
っ
て
、
無
理
矢
理
に
学
問
を
し
て
い

る
。
こ
れ
で
は
人
に
敵
う
わ
け
な
ど
な
い
。

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、「
博
」
な
る
「
通
」
は
当

時
学
問
の
あ
る
べ
き
姿
と
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
師
の

朱
筠
は
「
君
少
英
敏
，
博
聞
宏
覧
，
於
學
無
不
通
。」（
王
昶

「
朱
君
墓
表
」）
と
称
さ
れ
て
い
る
し
、
章
学
誠
が
乗
り
越
え
る

べ
き
目
標
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
戴
震
も
「
先
生
之
學
無
所
不

通
、
而
其
由
以
至
道
者
，
則
有
三
：
曰
小
學
，
曰
測
算
，
曰

典
章
制
度
。」（
凌
廷
堪
「
戴
先
生
震
伝
」）
と
称
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
も

ち
ろ
ん
章
学
誠
も
「
博
」
を
ま
っ
た
く
否
定
し
て
い
た
わ
け
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で
は
な
い
。「
博
約
中
」
に
は
「
博
」
の
意
義
が
次
の
よ
う

に
説
か
れ
て
い
る
。

博
學
強
識
，
儒
之
所
有
事
也
。
以
謂
自
立
之
基
，
不
在

是
矣
。
學
貴
博
而
能
約

0

0

0

0

0

0

，
未
有
不
博
而
能
約
者

0

0

0

0

0

0

0

0

也
。
以
言

陋
儒
荒
俚
，
學
一
先
生
之
言
以
自
封
域
，
不
得
謂
專
家
也
。

然
亦
未
有
不
約
而
能
博
者

0

0

0

0

0

0

0

0

也
。
以
言
俗
儒
記
誦
漫
漶
，
至

於
無
極
，
妄
求
遍
物
，
而
不
知
堯
、
舜
之
知
所
不
能
也
。

博
学
強
識
は
儒
家
の
方
法
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
「
自

立
」
の
基
と
考
え
る
な
ら
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
学

は
「
博
」
を
「
約
」
で
き
る
こ
と
を
尊
ぶ
の
で
あ
っ
て
、

「
博
」
で
な
け
れ
ば
「
約
」
も
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

陋
儒
が
た
だ
一
人
の
先
生
の
言
葉
を
学
び
自
ら
の
境
界
に

閉
じ
こ
も
る
の
は
、
専
門
と
は
い
え
な
い
。
一
方
、「
約
」

な
し
に
「
博
」
に
な
れ
る
者
も
い
な
い
。
俗
儒
が
記
誦
を

曖
昧
な
ま
ま
果
て
し
な
く
続
け
て
、
妄
り
に
全
て
の
も
の

に
遍
く
行
き
渡
ろ
う
と
す
る
の
は
、
堯
舜
の
知
に
も
及
ば

ぬ
も
の
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

『
孟
子
』
離
婁
下
の
「
博
學
而
詳
説
之
，
將
以
反
説
約

也
。」
に
も
と
づ
い
て
、「
博
」
は
そ
れ
自
体
が
目
的
な
の
で

は
な
く
、「
約
」
の
た
め
に
こ
そ
あ
る
と
い
う
の
が
章
学
誠

の
主
張
な
の
で
あ
っ
た
。『
和
州
志
』
列
伝
総
論
に
「
國
史

徵
於
外
志
，
外
志
徵
於
家
牒
，
所
徵
者
博
，
然
後
可
以
備

約
取

0

0

也
。」（
国
史
は
外
志
に
材
料
を
求
め
、
外
志
は
家
牒
に
材
料
を
求
め

る
の
は
、
素
材
の
求
め
先
を
ひ
ろ
く
し
て
、
後
の
約
取
に
そ
な
え
る
た
め
で

あ
る
）
と
あ
る
よ
う
に
、
史
料
を
博
捜
し
、
取
捨
選
択
を
加

え
て
史
書
を
編
纂
す
る
史
家
の
立
場
か
ら
は
こ
れ
も
当
然

の
発
想
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、「
与
孫
淵
如
観
察
論
学
十

規
」
に
「
天
地
之
大
可
一
言
盡
，
學
固
貴
博
，
守
必
欲
約
。」

（
天
地
の
よ
う
な
巨
大
な
存
在
で
さ
え
一
言
で
言
い
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
学
は
も
と
よ
り
博
を
尊
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
守
る
〔
自
分
の

も
の
と
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
〕
た
め
に
は
必
ず
「
約
」
が
必
要
と
な
る
）

と
あ
る
よ
う
に
、
章
学
誠
は
む
し
ろ
「
約
」
に
こ
そ
、
学
問

の
本
領
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。

以
上
の
よ
う
な
検
討
を
経
る
と
、「
原
道
下
」
の
「
夫
道

備
於
六
經
，
義
藴
之
匿
於
前
者
，
章
句
訓
詁
足
以
發
明
之
；

事
變
之
出
於
後
者
，
六
經
不
能
言
，
固
貴
約0

六
經
之
旨
，
而
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隨
時
撰
述
，
以
究
大
道
也
。」（
そ
も
そ
も
道
は
六
経
に
備
わ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、〔
六
経
中
に
〕
含
蓄
さ
れ
た
六
経
成
立
以
前
の
義
に
つ
い
て
は
、

章
句
訓
詁
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
で
き
る
。〔
し
か
し
〕
状
況
が
変
化
し
た
後
の

事
柄
に
つ
い
て
は
六
経
は
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
六
経
の
主

旨
を
約
取
し
て
時
勢
に
応
じ
て
撰
述
を
し
、
大
道
を
究
め
る
こ
と
が
尊
ば
れ

る
の
で
あ
る
）
に
、「
約
」
字
が
み
え
て
い
る
の
が
よ
く
理
解

で
き
る
だ
ろ
う
。

「
博
約
上
」
に
は
、
沈
楓
墀
か
ら
き
た｢

『
通
人
』
た
ち
と

座
を
と
も
に
し
て
も
受
け
答
え
を
す
る
こ
と
が
出
来
ず
恥

ず
か
し
い
」
と
い
う
手
紙
に
対
し
、「
學
在
自
立

0

0

0

0

，
人
所
能

者
，
我
不
必
以
不
能
愧
也
。
…
…
患
己
不
能
自
成
家
耳

0

0

0

0

0

0

0

0

。」

（
学
問
は
自
ら
が
立
つ
た
め
に
あ
る
の
だ
、
人
の
で
き
る
こ
と
を
自
分
が
出
来

な
い
か
ら
と
い
っ
て
羞
じ
る
こ
と
な
ど
な
い
。
…
…
一
家
の
学
を
成
せ
な
い

こ
と
を
憂
う
の
で
あ
る
（
（1
（

）
と
こ
た
え
た
と
い
う
話
を
載
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
言
葉
は
単
な
る
慰
め
と
し
て
か
け
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
章
学
誠
の
信
念
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
答
沈
楓
墀
論
学
」
に
は
、「
足
下
所
問
，
節
目
雖

多
，
其
要
則
可
一
言
而
蔽
曰
：
學
以
求
心
得
也

0

0

0

0

0

0

。」（
君
の
質
問

は
、
細
目
は
多
い
が
、
要
点
は
一
言
で
覆
う
こ
と
が
で
き
る
、
学
に
は
心
得

が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
）
と
あ
り
、「
博
約
下
」
に
は
「
高

明
者
由
大
略
而
切
求
，
沉
潛
者
循
度
數
而
徐
達
。
資
之
近
而

力
能
勉
者
，
人
人
所
有
，
則
人
人
可
自
得

0

0

0

0

0

也
。」（
高
明
な
る
者

は
大
略
か
ら
要
所
に
切
り
込
み
、
沈
潜
な
る
者
は
順
序
に
従
っ
て
徐
々
に
到

達
す
る
。
資
質
に
身
近
で
能
力
を
発
揮
で
き
る
も
の
は
誰
に
で
も
あ
る
の
だ

か
ら
誰
で
も
自
得
で
き
る
）
と
あ
る（

（1
（

。

「
自
得
」
の
語
は
「
通
説
」
に
も
「
學
者
不
患
不
知
通
之

量
，
而
患
無
以
致
通
之
原
。
蓋
欲
自
得
資
深

0

0

0

0

，
然
後
可
以

取
資
左
右
而
無
絯
也
。」
と
し
て
み
え
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、

『
孟
子
』
離
婁
下
の
「
君
子
深
造
之
以
道
，
欲
其
自
得
之
也
。

自
得
之
，
則
居
之
安
；
居
之
安
，
則
資
之
深
；
資
之
深
，
則

取
之
左
右
逢
其
原
，
故
君
子
欲
其
自
得
之
也
。」
に
も
と
づ

く
も
の
で
あ
る
。
趙
注
に
は
「
言
君
子
問
學
之
法
，
欲
深
致

極
竟
之
以
知
道
意
，
欲
使
己
得
其
原
本
，
如
性
自
有
之
也
。」

と
あ
り
、『
集
注
』
に
は
「
君
子
務
於
深
造
而
必
以
其
道
者
，

欲
其
有
所
持
循
，
以
俟
夫
默
識
心
通
，
自
然
而
得
之
於
己
也
。

自
得
於
己
，
則
所
以
處
之
者
安
固
而
不
搖
；
處
之
安
固
，
則

所
藉
者
深
遠
而
無
盡
；
所
藉
者
深
，
則
日
用
之
閒
取
之
至
近
，

無
所
往
而
不
值
其
所
資
之
本
也
。」
と
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
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章
学
誠
は
、「
君
子
が
（
学
問
に
お
い
て
）
そ
の
深
奥
に
到
達
し

よ
う
と
す
る
の
は
道
の
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
を
自
得
し
よ
う

と
す
る
。
自
得
す
れ
ば
安
住
で
き
、
安
住
す
れ
ば
得
る
所
は

深
く
な
り
、
得
る
者
が
深
く
な
れ
ば
、
左
右
に
求
め
て
も
そ

の
本
源
に
い
き
つ
く
こ
と
と
な
る
。
だ
か
ら
君
子
は
自
得
を

求
め
る
の
で
あ
る
」
と
読
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。
自
ら
の
性

向
に
沿
っ
て
専
門
を
究
め
て
い
く
こ
と
は
、
自
ら
の
資
質
を

深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
も
あ
る
の
と
と
も
に
（『
周
礼
』
の

三
百
六
十
官
が
各
々
の
職
掌
を
守
る
こ
と
で
道
体
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
よ

う
に
）
自
ら
の
専
門
の
淵
源
を
知
り
、
現
今
の
経
世
に
活
か

す
こ
と
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
章
学
誠
が
い
う
と
こ
ろ
の「
通
」

の
本
旨
、
あ
る
い
は
「
通
の
原
を
致
す
」
と
は
、
専
門
を

深
化
さ
せ
、「
道
」
と
疏
通
し
「
道
」
を
自
得
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
通
」
は
、「
博
」
な
る
「
通
」
に

対
し
て
、「
専
」
な
る
「
通
」
あ
る
い
は
「
深
」
な
る
「
通
」

と
で
も
い
え
よ
う
。

「
自
得
」
は
章
学
誠
の
文
章
に
し
ば
し
ば
見
え
る
語
だ
が
、

こ
こ
で
は
「
答
客
問
上
」
か
ら
も
う
一
例
を
あ
げ
て
お
こ
う（

（2
（

。

唐
後
史
學
絕
，
而
著
作
無
專
家
。
後
人
不
知
《
春
秋
》

之
家
學
，
而
猥
以
集
眾
官
修
之
故
事
，
乃
與
馬
、
班
、
陳
、

范
諸
書
，
並
列
正
史
焉
。
於
是
史
文
等
於
科
舉
之
程
式
，

胥
吏
之
文
移
，
而
不
可
稍
有
變
通
矣
。
間
有
好
學
深
思
之

士
，
能
自
得
師
於
古
人
，
標
一
法
外
之
義
例
，
著
一
獨
具

之
心
裁
，
而
世
之
羣
怪
聚
罵
，
指
目
牽
引
爲
言
詞
，
譬
若

猵
狙
見
冠
服
，
不
與
齕
决
毀
裂
，
至
於
盡
絶
不
止
也
。
鄭

氏
《
通
志
》
之
被
謗
，
凡
以
此
也
。

唐
以
後
、
史
学
は
絶
え
て
著
作
に
専
門
が
な
く
な
っ
た
。

後
人
は
『
春
秋
』
の
家
学
を
理
解
で
き
ず
、
多
人
数
に

よ
っ
て
纂
輯
さ
れ
た
官
撰
の
故
事
を
、
む
や
み
に
司
馬
遷
、

班
固
、
陳
寿
、
范
曄
ら
の
諸
書
と
一
緒
に
し
て
正
史
の
列

に
並
べ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
史
文
は
科
挙
の
規
程
や

胥
吏
の
書
式
と
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
、
少
し
の
変
通
も
許

さ
れ
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
に
好
学
深
思
の

士
が
出
て
、
自
ら
古
人
を
師
と
し
、
既
存
の
方
法
に
よ
ら

な
い
義
例
を
打
ち
立
て
て
、
独
自
の
見
識
・
判
断
を
著
す

と
、
世
人
は
挙
っ
て
批
判
し
て
、
あ
れ
こ
れ
と
好
き
勝
手

に
言
い
立
て
る
、
そ
の
様
子
は
ま
る
で
猵
狙
が
冠
服
を
目

章学誠の「通」（上）

（18）
－137－



に
す
る
と
嚙
み
ち
ぎ
っ
て
ば
ら
ば
ら
に
し
な
い
と
や
め
な

い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
鄭
氏
の
『
通
志
』
が
謗
ら
れ
る
の

も
す
べ
て
そ
の
た
め
な
の
で
あ
る
。

蛇
足
な
が
ら
つ
け
加
え
て
お
け
ば
、「
自
得
」
と
「
自
立
」

は
、「
読
書
」
と
「
著
述
」
と
い
う
学
問
の
両
面
で
あ
っ
た
。

「
近
日
學
者
風
氣
、
徵
實
太
多
、
發
揮
太
少
、
有
如
蠶
食
葉

而
不
能
抽
絲
。（
近
頃
の
学
者
の
風
気
は
実
証
が
多
す
ぎ
て
、
発
揮
が
少

な
す
ぎ
る
、
ま
る
で
蚕
が
桑
の
葉
を
食
べ
て
も
糸
を
紡
げ
な
い
よ
う
な
も
の

で
あ
る
）」（「
与
汪
竜
荘
書
」）
と
い
う
発
言
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
章
学
誠
に
と
っ
て
学
問
と
は
、
た
だ
読
書
の
み
に
終
わ

ら
ず
、「
服
古
」
を
通
じ
て
「
心
得
」
し
た
も
の
に
著
述
と

い
う
か
た
ち
を
与
え
て
「
一
家
之
学
」
を
樹
立
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
読
書
に
は
「
自
得
」
と
い
い
、
著
述

に
は
「
自
立
」
と
い
う
よ
う
に
、
と
も
に
自
分
自
身
の
性
情

が
不
可
欠
の
要
素
と
さ
れ
て
い
る
点
に
章
学
誠
の
学
問
観
の

特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

も
う
一
点
、
思
い
起
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
章
学
誠

が
学
問
の
方
途
を
ひ
と
つ
に
定
め
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点

で
あ
る
。「
通
説
」
に
引
か
れ
て
い
た
『
孔
子
家
語
』
致
思

篇
の
故
事
が
そ
う
で
あ
っ
た
が
、「
博
約
下
」
に
も
以
下
の

様
に
あ
る
。

聖
門
身
通
六
藝
者
七
十
二
人
，
然
自
顏
、
曾
、
賜
、
商
，

所
由
不
能
一
轍
。
荀
卿
言
《
禮
》，孟
子
長
於
《
詩
》《
書
》，

或
疏
或
密
，
途
徑
不
同
，
而
同
歸
於
道
也
。

孔
門
で
六
藝
に
通
じ
て
い
る
者
は
七
十
二
人
い
た
が
、

顔
淵
、
曽
参
、
子
貢
、
子
夏
が
ど
の
よ
う
な
道
筋
で
通
じ

た
の
か
は
一
様
で
な
か
っ
た
。
荀
子
は
礼
を
語
り
、
孟
子

は
詩
書
に
長
じ
て
お
り
、
粗
密
も
経
路
も
異
な
っ
て
い
た

が
、
道
に
帰
す
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

同
じ
く
「
道
」
に
帰
す
た
め
に
は
様
々
な
経
路
が
あ
る
と

い
う
思
考
法
は
、
す
で
に
み
た
『
荘
子
』
天
下
篇
の
ほ
か
、

『
周
易
』
繋
辞
伝
、
ま
た
、
太
史
公
自
序
、『
漢
書
』
藝
文
志

に
も
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
章
学
誠
は
こ
れ

を
同
時
代
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
と
す
る（

（2
（

。「
博
約
下
」
は

次
の
様
に
続
い
て
い
る
。
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後
儒
途
徑
所
由
寄
，
則
或
於
義
理
，
或
於
制
數
，
或
於

文
辭
，
三
者
其
大
較
矣
。
三
者
致
其
一
，
不
能
不
緩
其
二
，

理
勢
然
也
。
知
其
所
致
爲
道
之
一
端

0

0

0

0

0

0

0

0

0

，
而
不
以
所
緩
之
二

0

0

0

0

0

0

0

爲
可
忽

0

0

0

，
則
於
斯
道
不
遠
矣

0

0

0

0

0

0

0

。
徇
於
一
偏
，
而
謂
天
下
莫

能
尚
，
則
出
奴
入
主
，
交
相
勝
負
，
所
謂
物
而
不
化
者
也
。

是
以
學
必
求
其
心
得
，
業
必
貴
於
專
精
，
類
必
要
於
擴

充
，
道
必
抵
於
全
量
，
性
情
喻
於
憂
喜
憤
樂
，
理
勢
達
於

窮
變
通
久
，
博
而
不
雜
，
約
而
不
漏
，
庶
幾
學
術
醇
固
，

而
於
守
先
待
後
之
道
，
如
或
將
見
之
矣
。

後
儒
の
と
る
経
路
に
は
、
義
理
と
考
拠
と
詞
章
と
が
あ

り
、
こ
の
三
者
が
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
三
者
は
そ
の
一

つ
を
極
め
る
に
は
他
の
二
つ
は
緩
め
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、

理
の
当
然
で
あ
る
。
そ
の
致
す
と
こ
ろ
が
道
の
一
端
に
過

ぎ
な
い
こ
と
、
緩
め
た
ふ
た
つ
を
忽
せ
に
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
が
理
解
で
き
れ
ば
、
道
に
遠
か
ら
ず
、
と
い
え
る

の
で
あ
る
。
一
徧
に
従
い
、
天
下
に
は
こ
れ
以
上
加
え
る

も
の
は
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
門
戸
の
見
で
あ
り
、

お
互
い
に
張
り
合
う
の
は
所
謂
「
物
に
し
て
化
せ
ざ
る
も

の
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
学
に
は
必
ず
心
得
を
求
め
、
業
に
は
必
ず
専
精

を
貴
び
、
拡
充
に
は
類
を
も
っ
て
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
、
道
は
必
ず
全
体
に
至
り
、
性
情
は
憂
喜
憤
楽
を
悟
り
、

理
勢
は
窮
変
通
久
に
達
し
、
博
に
し
て
雑
な
ら
ず
、
約
に

し
て
漏
ら
さ
ず
、
で
あ
れ
ば
、
学
術
は
純
粋
な
も
の
と
な

り
、
先
王
の
道
を
守
っ
て
後
世
の
賢
人
を
待
つ
、
と
い
う

よ
う
な
状
況
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
も
、
章
学
誠
の
同
時
代
に
対
す
る
認
識
に
『
荘

子
』
天
下
篇
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
た
だ
「
業
は
必
ず
専
精
を
貴
ぶ
」
と
い
う
一
方
で
「
道

は
必
ず
全
量
に
抵
る
」
と
い
う
点
は
や
や
奇
異
に
お
も
え
る

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
章
学
誠
は
や
は
り
「
博
約
下
」
で

「
道
欲
通
方
，
而
業
須
專
一
，
其
説
並
行
而
不
悖
也
。」（
道
は

各
々
の
方
術
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
各
学
業
は
専
一
で
あ
れ
ば
よ
く
、

両
説
は
並
び
立
ち
、
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
）
と
述
べ
て
い
る
と
お

り
な
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い

こ
と
で
は
あ
る
が
、
互
い
に
対
立
し
あ
う
「
方
術
」
は
古
の

「
道
術
」
の
展
開
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、「
全
体
」
の
中
で
相

章学誠の「通」（上）
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補
的
に
機
能
し
あ
う
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
発
想
は
、

先
に
見
た
「
同
歸
於
道
」
と
同
様
、『
荘
子
』
天
下
篇
だ
け

の
も
の
で
な
く
、『
漢
書
』
藝
文
志
（
よ
り
正
確
に
は
、
劉
向
・
劉

歆
父
子
の
校
書
事
業
に
由
来
す
る
『
七
略
』）、
ま
た
、『
周
易
』
繋
辞

伝
や
『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
み
え
る
司
馬
談
の
「
六
家
要

旨
」
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
章
学
誠
は
そ
の
意
を
も

汲
ん
で
い
る
こ
と
は
、『
校
讎
通
義
』
原
道
か
ら
確
か
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

理
大
物
博
，
不
可
殫
也
，
聖
人
爲
之
立
官
分
守
，
而
文

字
亦
從
而
紀
焉
。
有
官
斯
有
法
，
故
法
具
於
官
，
有
法
斯

有
書
，
故
官
守
其
書
，
有
書
斯
有
學
，
故
師
傳
其
學
，
有

學
斯
有
業
，
故
弟
子
習
其
業
。
官
守
學
業
皆
出
於
一
，
而

天
下
以
同
文
爲
治
。

理
は
至
大
で
あ
り
、
物
事
は
広
博
で
あ
り
、
す
べ
て
を

窮
め
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
聖
人
は
そ
こ
で
百
官
を

設
け
職
掌
を
分
担
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
文
書
も
ま
た
そ
れ

ぞ
れ
の
職
掌
ご
と
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
官
職

が
あ
れ
ば
各
々
に
儀
法
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
儀
法
は
各

官
職
に
具
わ
る
。
儀
法
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
記
し
た
書
物
が

存
在
す
る
。
つ
ま
り
各
職
官
が
各
々
書
物
を
守
る
の
で
あ

る
。
書
物
が
あ
れ
ば
学
術
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
師
が
そ

の
学
術
を
伝
え
る
の
で
あ
る
。
学
術
が
あ
れ
ば
学
業
が
存

在
す
る
。
そ
こ
で
弟
子
は
そ
の
学
業
を
修
習
す
る
の
で
あ

る
。
官
職
の
職
掌
と
学
業
の
授
受
は
一
所
か
ら
で
る
こ
と

に
な
り
、
天
下
は
同
文
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
。

以
上
、
本
節
で
は
、
章
学
誠
が
「
通
説
」
で
主
張
し
て

い
る㈠

人
の
資
質
に
は
志
向
が
あ
り
、
能
力
に
は
限
度
が
あ
る

た
め
、
学
問
は
個
人
の
志
向
と
専
業
を
尊
ぶ
べ
き
で
あ

る
。

㈡
偏
向
す
る
個
々
を
会
集
し
て
全
体
を
構
成
す
る
の
が
古

人
の
「
通
」
の
求
め
方
で
あ
っ
た
。

㈢「
通
」
の
本
旨
は
（「
博
」
に
で
は
な
く
）「
通
」
の
根
源
に

到
達
す
る
こ
と
に
あ
る
。

の
三
点
に
つ
い
て
、
確
認
し
た
。

最
後
に
、『
春
秋
』
を
淵
源
と
す
る
史
書
の
あ
り
方
に
つ
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い
て
述
べ
た
「
答
客
問
上
」
を
掲
げ
て
本
節
の
結
び
と
し

た
い
。史

之
大
原
，
本
乎
《
春
秋
》，《
春
秋
》
之
義
，
昭
乎
筆

削
。
筆
削
之
義
，
不
僅
事
具
始
末
，
文
成
規
矩
已
也
。
以

夫
子
「
義
則
竊
取
」
之
旨
觀
之
，
固
將
綱
紀
天
人

0

0

0

0

，
推
明

0

0

大
道

0

0

。
所
以
通
古
今
之
變

0

0

0

0

0

，
而
成
一
家
之
言

0

0

0

0

0

者
，
必
有
詳

人
之
所
略
，
異
人
之
所
同
，
重
人
之
所
輕
，
而
忽
人
之
所

謹
。
繩
墨
之
所
不
可
得
而
拘
，
類
例
之
所
不
可
得
而
泥
，

而
後
微
茫
杪
忽
之
際
，
有
以
獨
斷
於
一
心

0

0

0

0

0

0

0

。
及
其
書
之
成

也
，
自
然
可
以
參
天
地
而
質
鬼
神
，
契
前
修
而
俟
後
聖
，

此
家
學
之
所
以
可
貴
也
。

史
の
本
源
は
『
春
秋
』
に
も
と
づ
き
、『
春
秋
』
の
義

は
、
筆
削
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
筆
削
の
義
と

は
、
た
だ
事
の
次
第
を
具
え
、
文
が
規
範
を
成
し
て
い
る

だ
け
で
は
な
い
。
夫
子
の
「
義
は
則
ち
竊
か
に
取
る
」
と

い
う
発
言
の
本
旨
に
よ
っ
て
考
え
れ
ば
、（
史
と
は
）
も
と

よ
り
天
道
・
人
道
を
整
理
し
て
、
大
道
を
推
究
す
る
も
の

で
あ
る
。
古
今
の
変
化
に
通
じ
、
一
家
の
言
を
な
す
者
は
、

き
っ
と
人
の
省
略
す
る
と
こ
ろ
を
詳
細
に
し
、
人
の
同
じ

く
す
る
と
こ
ろ
を
異
な
る
も
の
と
し
、
人
の
軽
ん
ず
る
と

こ
ろ
を
重
ん
じ
、
人
の
慎
重
に
扱
う
と
こ
ろ
を
忽
せ
に

す
る
。（
既
存
の
）
規
範
や
類
例
に
拘
泥
さ
れ
な
く
な
っ
て
、

よ
う
や
く
、
微
細
で
捉
え
が
た
く
、
茫
漠
と
し
て
と
り
と

め
の
な
い
状
況
の
中
、
己
が
一
心
に
お
い
て
独
断
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
書
が
完
成
す
る
と
、
自

ず
と
天
地
と
並
び
立
ち
、（
そ
の
正
し
さ
を
）
鬼
神
に
問
い
質

し
、
前
代
の
賢
人
と
契
合
し
、
後
世
の
聖
人
を
待
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
家
学
を
尊
ぶ
べ
き
理
由

で
あ
る
。

次
節
で
は
、「
釈
通
」
を
通
じ
て
、
学
術
・
著
述
に
お
け

る
「
通
」
の
展
開
を
章
学
誠
が
い
か
に
跡
づ
け
て
い
っ
た
か

を
検
討
す
る
。

注
釈

（
１
）
本
稿
で
引
用
す
る
章
学
誠
の
文
章
は
、
嘉
業
堂
刊

『
章
氏
遺
書
』（
漢
声
出
版
社
影
印
、
一
九
七
三
年
）
を
底
本

章学誠の「通」（上）
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と
し
、
葉
瑛
『
文
史
通
義
校
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
四

年
）、
倉
修
良
『
文
史
通
義
新
編
新
注
』（
浙
江
古
籍
出
版

社
、
二
〇
〇
五
年
）、
葉
長
青
『
文
史
通
義
注
』（
河
南
師
範

大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、「『
文
史
通
義
』
内
篇
訳
注
」

一
～
三
（
東
方
学
報
、
二
〇
一
六
年
～
二
〇
二
一
年
）、『
内

藤
文
庫
蔵
鈔
本
章
氏
遺
書
』（
国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心
、

二
〇
一
七
年
）、『
文
史
通
義
廬
江
何
氏
鈔
本
』（
華
東
師
範

大
学
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
し
た
。

（
２
）「
方
円
」
に
つ
い
て
は
『
文
史
通
義
』
書
教
篇
を
参
照
。

（
３
）「
家
書
二
」
に
も
、「
吾
於
史
學
，
蓋
有
天
授
，
自
信

發
凡
起
例
，
多
爲
後
世
開
山
，
而
人
乃
擬
吾
於
劉
知

幾
。
不
知
劉
言
史
法
，
吾
言
史
意
；
劉
議
館
局
纂
修
，

吾
議
一
家
著
述
；
截
然
两
途
，
不
相
入
也
。」
と
あ

り
、
章
学
誠
は
こ
こ
で
も
劉
知
幾
と
自
身
の
学
問
を

｢

史
法｣

と｢

史
意｣

と
い
う
点
で
対
比
し
て
い
る
。

　
　

 ｢

劉
は
館
局
の
纂
修
を
議
し
、
吾
は
一
家
の
著
述
を
議

す｣

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
章
学
誠
の
所
謂｢

史
法｣

と

は
史
書
編
纂
の
方
法
で
あ
り
、｢

史
意｣

と
は
、
史

書
編
纂
の
意
義
・
意
図
（
を
汲
み
と
る
こ
と
、
ま
た
、
込
め

る
こ
と
）
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

　
　
　

  

章
学
誠
が
も
っ
と
も
重
視
し
た
の
が｢

史
意｣

で

あ
る
こ
と
、「
史
学
」「
史
法
」
に
比
べ
れ
ば｢

史
識

｣

（
史
書
編
纂
に
お
け
る
見
識
）
を
よ
り
高
く
評
価
し
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、｢

史
識｣

｢

史
学｣

｢

史

法｣
｢

史
意｣

の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た

の
か
は
な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
章

学
誠
に
は｢

史
徳｣

篇
が
あ
り
、
劉
知
幾
の
「
才
・

学
・
識
」
所
謂
「
三
長
説
」
を
踏
ま
え
て｢

史
徳｣

な
る
概
念
を
提
唱
し
て
い
る
。

　
　
　
　

  

才
、
學
、
識
，
三
者
得
一
不
易
，
而
兼
三
尤

難
，
千
古
多
文
人
而
少
良
史
，
職
是
故
也
。
昔

者
劉
氏
子
玄
，
蓋
以
是
説
謂
足
盡
其
理
矣
。
雖

然
，
史
所
貴
者
義
也
，
而
所
具
者
事
也
，
所
憑
者

文
也
。
孟
子
曰
：
「
其
事
則
齊
桓
、
晉
文
，
其
文

則
史
，
義
則
夫
子
自
謂
竊
取
之
矣
。」
非
識
無
以

斷
其
義
，
非
才
無
以
善
其
文
，
非
學
無
以
練
其
事
，

三
者
固
各
有
所
近
也
；
其
中
固
有
似
之
而
非
者
也
。

記
誦
以
爲
學
也
，
辭
采
以
爲
才
也
，
擊
斷
以
爲
識
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也
，
非
良
史
之
才
學
識
也
。
雖
劉
氏
之
所
謂
才
學

識
，
猶
未
足
以
盡
其
理
也
。
夫
劉
氏
以
謂
有
學
無

識
，
如
愚
估
操
金
，
不
解
貿
化
。
推
此
説
以
證
劉

氏
之
指
，
不
過
欲
於
記
誦
之
間
，
知
所
决
擇
以
成

文
理
耳
。
故
曰
：
古
人
史
取
成
家
，
退
處
士
而
進

奸
雄
，
排
死
節
而
飾
主
闕
，
亦
曰
：
一
家
之
道
然

也
。
此
猶
文
士
之
識
，
非
史
識
也
。
能
具
史
識
者
，

必
知
史
德
。
德
者
何
。
謂
著
書
者
之
心
術
也
。

　
　
　

  

こ
の
「
史
德
」
に
つ
い
て
も
「
史
意
」
と
と
も
に

稿
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

（
４
）
金
谷
治
「『
荘
子
』
天
下
篇
の
意
味
」（『
文
化
』
十
六
―
六
、

一
九
五
二
年
、
金
谷
治
『
中
国
思
想
論
集
（
下
）
批
判
主
義
的
学
問

観
の
形
成
』、
平
河
出
版
社
、
一
九
九
七
年
所
収
）
参
照
。

（
５
）
池
田
知
久
『
荘
子　

全
訳
注
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
６
）「
書
教
上
」
に
「《
周
官
》
三
百
六
十
，
具
天
下
之
纖

析
矣
。」
と
あ
り
、「
方
志
立
三
書
議
」
に
「
賈
子
嘗

言
：
古
人
治
天
下
，
至
纖
至
析
。
余
考
之
於
《
周
官
》，

而
知
古
人
之
於
史
事
，
未
嘗
不
至
纖
析
也
。」
と
あ
り
、

｢

爲
畢
制
府
撰
湖
北
通
志
序｣

に｢

漢
臣
賈
誼
，
嘗

謂
：
古
人
之
治
天
下
，
至
纖
至
悉
，
先
儒
以
謂
深
於

官
禮
之
言
。｣

と
あ
る
。
な
お
、『
漢
書
』
食
貨
志
上

引
賈
誼
「
論
積
貯
疏｣

は
「
古
之
治
天
下
，
至
孅
至

悉
也
」
と
す
る
。

（
７
）『
校
讎
通
義
』
自
叙
に
は
「
校
讎
之
義
，
蓋
自
劉
向
父

子
。
部
次
條
別
，
將
以
辨
章
學
術
，
考
鏡
源
流
，
非

深
明
於
道
術
精
微
，
羣
言
得
失
之
故
者
，
不
足
與
此
。

後
世
部
次
甲
乙
，
紀
録
經
史
者
，
代
有
其
人
，
而

求
能
推
闡
大
義
，
條
別
學
術
異
同
，
使
人
由
委
溯

源
，
以
想
見
於
墳
籍
之
初
者
，
千
百
之
中
，
不
十
一

焉
。
鄭
樵
生
千
載
而
後

0

0

0

0

0

0

0

，
慨
然
有
會
於
向

0

0

0

0

0

0

、
歆
討
論

0

0

0

之
旨

0

0

，
因
取
歴
朝
著
錄

0

0

0

0

0

0

，
略
其
魚
魯
豕
亥
之
細

0

0

0

0

0

0

0

0

，
而0

特
以
部
次
條
別

0

0

0

0

0

0

，
疏
通
倫
類

0

0

0

0

，
考
其
得
失
之
故
而
爲

0

0

0

0

0

0

0

0

之
校
讎

0

0

0

，
蓋
自
石
渠
天
禄
以
還

0

0

0

0

0

0

0

0

，
學
者
所
未
嘗
窺
見

0

0

0

0

0

0

0

者
也

0

0

。」
と
し
て
、「
申
鄭
」
と
同
様
の
表
現
が
見
え
、

こ
ち
ら
で
は
、
鄭
樵
の
劉
向
・
劉
歆
父
子
の
校
讎
の

こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

（
８
）
劉
知
幾
に
つ
い
て
は
、「
與
嚴
冬
友
侍
讀
」（
乾
隆
三
十
八

章学誠の「通」（上）
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年
〔
一
七
七
三
〕）
に
、「
日
月
倏
忽
，
得
過
日
多
，
檢
點

前
後
，
識
力
頗
進
，
而
記
誦
益
衰
，
思
斂
精
神
，
爲

校
讎
之
學
，
上
探
班
、
劉
，
溯
源
官
禮
；
下
該
《
雕

龍
》、《
史
通
》，
甄
别
名
實
，
品
藻
流
别
，
爲
《
文

史
通
義
》
一
書
。
草
創
未
多
，
頗
用
自
賞
。」
と
あ
る
。

ま
た
、「
家
書
六
」
に
は
、「
人
皆
謂
吾
得
力
《
史

通
》，
其
實
吾
見
《
史
通
》
已
廿
八
歳
矣
。」
と
あ
っ

て
、『
史
通
』
と
自
身
の
学
問
と
の
関
連
に
つ
い
て

の
言
及
が
見
え
る
。

　
　
　

  

鄭
樵
に
つ
い
て
は
、「
釈
通
」
に
「
若
鄭
氏
《
通

志
》，
卓
識
名
理
，
獨
見
别
裁
，
古
人
不
能
任
其
先
聲
，

後
代
不
能
出
其
規
範；

雖
事
實
無
殊
舊
錄
，
而
辨
名

正
物
，
諸
子
之
意
寓
於
史
裁
，
終
爲
不
朽
之
業
矣
。」

と
あ
る
。

（
９
）
後
年
、
章
学
誠
は
挙
業
と
学
問
と
は
二
事
で
な
い
こ

と
を
説
い
て
い
る
。

（
10
）『
孔
子
家
語
』
致
思
篇
の
当
該
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
　

  

孔
子
北
游
于
農
山
，
子
路
、
子
貢
、
顔
淵
侍
側
。

孔
子
四
望
，
喟
然
而
嘆
曰
：「
於
斯
致
思
，
無
所

不
至
矣
。
二
三
子
各
言
爾
志
，
吾
將
擇
焉
。」
子

路
進
曰
：「
由
願
得
白
羽
若
月
，
赤
羽
若
日
，
鐘

鼓
之
音
上
震
於
天
，
旌
旗
繽
紛
，
下
蟠
於
地
，
由

當
一
隊
而
敵
之
，
必
也
攘
地
千
里
，
搴
旗
執
聝
，

唯
由
能
之
。
使
二
子
者
從
我
焉
。」
夫
子
曰
：「
勇

哉
。」
子
貢
復
進
曰
：「
賜
願
使
齊
、
楚
合
戰
於

漭
瀁
之
野
，
兩
壘
相
望
，
塵
埃
相
接
，
挺
刃
交
兵
，

賜
著
縞
衣
白
冠
，
陳
説
其
間
，
推
論
利
害
，
釋
國

之
患
，
唯
賜
能
之
。
使
夫
二
子
者
從
我
焉
。」
夫

子
曰
：「
辯
哉
。」
顔
回
退
而
不
對
。
孔
子
曰
：「
回
，

來
，
汝
奚
獨
無
願
乎
。」
顔
回
對
曰
：「
文
武
之
事
，

則
二
子
者
既
言
之
矣
，
回
何
云
焉
。」
孔
子
曰
：

「
雖
然
，
各
言
爾
志
也
。
小
子
言
之
。」
對
曰
：

「
回
聞
熏
、
蕕
不
同
器
而
藏
，
堯
、
桀
不
共
國
而
治
，

以
其
類
異
也
。
回
願
得
明
王
聖
主
輔
相
之
，
敷
其

五
教
，
導
之
以
禮
樂
，
使
民
城
郭
不
修
，
溝
池
不

越
，
鑄
劍
戟
以
爲
農
器
，
放
牛
馬
于
原
藪
，
室
家

無
離
曠
之
思
，
千
歲
無
戰
鬥
之
患
，
則
由
無
所
施

其
勇
，
而
賜
無
所
用
其
辯
矣
。」
夫
子
澟
然
曰
：

文教大学　言語と文化　第34号

（25）
－130－



「
美
哉
。
德
也
。」
子
路
抗
手
而
對
曰
：「
夫
子
何

選
焉
？
」
孔
子
曰
：「
不
傷
財
，
不
害
民
，
不
繁
詞
，

則
顔
氏
之
子
有
矣
。」

（
11
）『
孟
子
』
尽
心
上
に
「
孟
子
曰
：
知
者
無
不
知
也
，
當

務
之
爲
急
；
仁
者
無
不
愛
也
，
急
親
賢
之
爲
務
。
堯

舜
之
知
而
不
徧
物
，
急
先
務
也
；
堯
舜
之
仁
不
徧
愛

人
，
急
親
賢
也
。」
と
あ
る
の
に
も
と
づ
く
。

（
12
）「
与
孫
淵
如
観
察
論
学
十
規
」
は
嘉
業
堂
刊
『
章
氏
遺

書
』
に
は
未
収
。
漢
声
出
版
社
影
印
『
章
氏
遺
書
』

の
「
補
遺
続
」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
北
京
大
学
図

書
館
蔵
章
華
紱
抄
本
に
由
来
す
る
も
の
と
い
う
。

（
13
）
こ
の
ほ
か
に
も
、「
博
約
中
」
に
は
「
妄
求
遍
物
，
而

不
知
堯
、
舜
之
知
所
不
能
也
。」
と
、「
与
周
永
清
論

文
」
に
は
「
夫
人
各
有
能
有
不
能
，
雖
堯
、
舜
之
知
，

不
遍
物
也
。」
と
あ
る
。

（
14
）
章
学
誠
の
「
性
情
」
に
つ
い
て
は
、
島
田
虔
次
「
歴
史

的
理
性
批
判
―
「
六
経
皆
史
」
の
説
―
」（『
岩
波
講
座

哲
学
四　

歴
史
の
哲
学
』、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
）、
同
「
章

学
誠
の
位
置
」（『
東
方
学
報
』
四
一
、一
九
七
〇
年
）、
山
口

久
和
『
章
学
誠
の
知
識
論
―
考
證
學
批
判
を
中
心
と

し
て
』（
創
文
社
、
一
九
九
八
年
）、
特
に
第
五
章
「
学
問

的
認
識
に
お
け
る
主
観
的
契
機
の
復
権
」
参
照
。

（
15
）「
礼
教
」
に
は
「
學
者
不
得
具
全
，
求
其
資
之
近
而
力

能
勉
者
斯
可
矣
。」
と
、「
与
朱
滄
湄
中
翰
論
学
書
」

に
は
「
人
之
性
情
才
質
必
有
所
近
，
童
子
塾
時
知
識

初
啓
，
蓋
往
往
以
無
心
得
之
，
行
之
而
不
著
也
；
其

後
讀
書
作
文
，
與
夫
游
思
曠
覽
，
亦
時
時
若
有
會

焉
，
又
習
而
不
察
焉
；
此
即
道
之
見
端

0

0

0

0

0

0

，
而
充
之
可

0

0

0

0

以
無
弗
達
者

0

0

0

0

0

；
未
有
人
焉
從
而
明
示
之
，
蓋
至
終
身

汩
没
而
不
自
知
爲
枉
其
才
者
，
比
比
然
也
。」
と
あ

る
。
ま
た
、「
論
課
蒙
学
文
法
」
で
は
「
善
教
學
者
，

必
知
文
之
節
候
，
學
之
性
情
，
故
能
使
人
勤
而
不
苦
，

得
而
愈
奮
，
終
身
憤
樂
而
不
能
自
已
也
。」
と
し
て

同
様
の
こ
と
が
教
育
の
方
向
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。

（
16
）
章
学
誠
の
戴
震
評
価
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
別
に

考
察
し
た
い
。

（
17
）
同
様
の
表
現
は
、「
又
与
朱
少
白
書
」
に
「
通
經
服
古
，

由
博
反
約
，
即
是
朱
子
之
教
」
と
、「
与
族
孫
汝
楠

章学誠の「通」（上）
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論
学
書
丙
戌
」
に
「
僕
則
以
爲
學
者
祈
嚮
，
貴
有
專

屬
。
博
詳
反
約
，
原
非
截
然
分
界
。」
と
見
え
て
い
る
。

（
18
）
ま
た
「
又
答
沈
楓
墀
書
」
に
は
「
人
心
不
同
如
面
，

彼
有
所
能
而
吾
不
解
，
情
理
之
常
，
何
足
愧
哉
。」

と
あ
る
。

（
19
）「
心
得
」「
自
得
」
は
「
博
約
中
」
に
い
う
と
こ
ろ
の

「
心
会
」
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
20
）「
朱
陸
」
に
「
藉
人
之
是
非
以
爲
是
非
，
不
如
告
子
之

自
得
矣
。」
と
あ
り
、「
文
理
」
に
「
求
自
得
於
學
問
，

固
爲
文
之
根
本
。」
と
あ
り
、「
感
遇
」
に
「
僞
學
出
，

而
天
下
不
復
知
有
自
得
之
眞
學
焉
。」
と
あ
る
。

（
21
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
章
学
誠
〈
文
史
・
校

讎
の
学
〉
に
お
け
る
経
書
の
位
置
」（『
文
教
大
学
文
学
部

紀
要
』
三
一
―
二
、 

二
〇
一
八
年
）
に
お
い
て
少
し
く
検
討

を
加
え
た
。
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章学誠の「通」（上）

渡邉　大

The“Tong” of Zhang Xue-cheng

Watanabe Dai

要旨

　本文通过《通说》、《释通》、《横通》等诸篇，探讨章学诚对“通”

的看法。本章以《通说》为主要的对象，阐明了以下的几点：章学诚主

张古人求“通”的方法就是“会偏而得全”；“通”的本旨不在博通而在

深通；学者应该按照自己的天资选择专业，学问应该重视自得自立。

キーワード：章学誠　通　通説　学問論　文史通義


